完了検査
【緑化施設等チェックシート】

令和　　　年　　　月　　　日
　豊田市都市整備部公園緑地つかう課　宛　
緑化施設及び環境負荷低減施設について以下のとおり報告します。
	チェック者
	氏名
	

	
	住所
	

	
	連絡先
	


	申請者
	住所
	

	
	氏名
	

	行為場所
	地名地番
	


緑化施設の変更（申請書等記載事項変更届）及び完了延期認定の申請について
	変更届
	□　提出なし　　　　　　　□　提出済（様式８）　　　□　軽微な変更あり

	延期認定
	□　申請なし

	
	· 認定済　　　　　認定日（　　　　　年　　　月　　　日）

理由


	確認事項
	内　　容
	適合
	該当

無し

	大
	確認項目
	小
	
	※１
	※２
	※3

	１
	緑化施設
全体
	(1)
	図書に示されている箇所の他に緑化施設等の重複がないか。
	□
	□
	□

	
	
	(2)
	緑化施設が敷地内に設置されているか。
	□
	□
	□

	
	
	(3)
	緑化施設等が枯死していないか、または正常な機能を保っているか。
	□
	□
	□

	
	
	(4)
	緑化施設等が屋外に設置されているか。
	□
	□
	□

	
	
	(5)
	適切な維持管理ができる緑化施設等となっているか。
	□
	□
	□

	
	
	(6)
	屋上、壁面緑化の場合、耐荷重等を考慮した緑化施設であるか。
	□
	□
	□

	２
	樹木（樹冠）
	(1)
	樹冠の範囲が図面に示された範囲以上となっているか。
	□
	□
	□

	
	樹木
(みなし樹冠)
	(2)
	樹高に応じた正しいみなし樹冠（半径が高木は２．１ｍ、中高木は
１．６ｍ、中木は１．１ｍ）で面積算定されているか。
	□
	□
	□

	
	
	(3)
	他の緑化施設との重複及び敷地外へのはみ出しを計上していないか。
	□
	□
	□

	
	樹木

(植栽帯)
	(4)
	必要な高さの樹木が図書の本数どおり植栽されているか。
	□
	□
	□

	
	
	(5)
	樹木の生育に必要な土壌が確保されているか。
	□
	□
	□

	３
	芝、その他の地被植物
	(1)
	表面が、芝等の植物で被われているか。
	□
	□
	□

	
	
	(2)
	（芝の場合）７分張以上の張芝を行っているか。行っていない場合は目地を除いた緑化面積となっているか。
	□
	□
	□

	
	
	(3)
	苗芝がポット苗の場合は、４個／㎡以上で植栽されているか。
	□
	□
	□

	
	
	(4)
	苗芝がストロン苗の場合は、１５０／㎡以上の密度で植栽されているか。植栽密度を確認できる資料（写真等）は、添付されているか。
	□
	□
	□

	
	
	(5)
	（地被植物の場合）36株/m2以上で植栽されているか。（ただし、ヒペリカム類は16株/m2以上、タマリュウおよびそれに類する地被植物は64株/m2以上）
	□
	□
	□

	
	
	(6)
	（つる性植物の場合）つる性植物などが緑化資材を平均して間隔が30cm以下のパーゴラで被っているか。一年草が植栽されていないか。
	□
	□
	□

	
	
	(7)
	緑化補助資材を使用している場合、提出された書類どおりの緑化率となっているか。
	□
	□
	□

	４
	花壇等
	(1)
	草花等が図書のとおり植栽されているか。（やむを得ず植栽が困難な場合は、６ヶ月以上の植栽の予定があるか。）
	□
	□
	□

	
	
	(2)
	植物の生育に必要な土壌が確保されているか。

	□
	□
	□

	
	
	(3)
	プランターやコンテナ等の場合は、容量が概ね50ℓを超え、アンカーボルトやモルタル、接着剤等で建築物等の躯体にしっかりと固定されているか。
	□
	□
	□

	確認事項
	内　　容
	適合
	該当

無し

	大
	確認項目
	小
	
	※１
	※２
	※3

	５
	池・水流等
	(1)
	池もしくは水流に面している一体の植栽等が、池もしくは水流の面積以上であるか。
	□
	□
	□

	
	
	(2)
	池もしくは水流の底の表面が、土もしくは石（切石も可）で被われているか。
	□
	□
	□

	
	
	(3)
	（池の場合）外周延長の1/2を超えて連続して植栽等に面しているか。
	□
	□
	□

	
	
	(4)
	（水流の場合）両側に植栽が面しており、水流と水流に面している植栽等との横断面のうち、植栽等の横断延長が水流の横断延長を超えているか。
	□
	□
	□

	６
	土留・園路等
	(1)
	土留・園路等の緑化面積の合計が、全緑化面積の1/4を超えていないか。
	□
	□
	□

	
	
	(2)
	（土留の場合）土留の片側が植栽等に面しているか、建築の躯体として利用していないか。
	□
	□
	□

	
	
	(3)
	（園路の場合）園路の両側が植栽等に面しているか、園路に面した植栽等の面積が園路の面積以上であるか、園路と園路に面した植栽等の横断面のうち、植栽等の横断延長が園路の横断延長を超えているか、日常的な車両通行がないか。
	□
	□
	□

	
	
	(4)
	（広場の場合）広場の外周延長の1/2を超えて連続して植栽等に面しているか、広場に面した植栽等の面積が広場の面積以上であるか。
	□
	□
	□

	
	
	(5)

	（ベンチ等の場合）園路、広場の中に設置されているか、施設のうち、緑地の利用や維持管理に関する施設であるか、1施設の面積が1m2未満であるか。
	□
	□
	□

	７
	壁面緑化
	(1)
	（つる性植物による緑化の場合）水平方向に3株/ｍ以上の植物が植栽され、誘引施設が設置されているか。
	□
	□
	□

	
	
	(2)
	誘引施設の間隔は30ｃｍ以下となっているか。
	□
	□
	□

	
	
	(3)
	（自立式壁面を設置して緑化する場合）

自立式壁面の外面から建築物の外壁までの距離は、５０ｃｍ以内となっているか、建物の外側に緑化されているか。水平方向に３株／ｍ以上の植物が植栽されているか。
	□
	□
	□

	８
	環境負荷

低減施設
	(1)
	（太陽光発電等の場合）自然エネルギーの収集有効面積またはパネル面積を面積計上しているか。
	□
	□
	□


※１：現地確認を行い、適合していることが確認された場合は、□内にレ点を記載ください。
※２：現地確認が出来なかった場合は、□内にレ点を記載し、下記の表に別に確認した方法を記入してください。
※３：該当する項目がない場合は、□内にレ点を記載してください。

【現地確認が困難な事項】
	確認項目
	確　認　方　法

	大
	小
	

	３
	（４）
	ストロン苗の密度は、施工状況写真により１５０ｇ／㎡であることを確認した。
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